
 
第 21 回 

日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会 
 
 
日 時：平成 19 年 9 月 1 日（土）10：00～ 
 
場 所：大正製薬株式会社 名古屋支店 
     名古屋市千種区千種2-17-18   TEL ：（052）733-8112 
    （地下鉄桜通線：吹上駅下車徒歩12 分，JR 中央線：鶴舞駅下車 15分） 
    （全館禁煙のためご協力願います） 
 
◎発表時間：発表 5分（発表時間を厳守してください），質疑 3分． 
 
◎当日，会場にて下記受付をいたします． 
１）発表形式は PCによるプレゼンテーションのみとします． 
  Windows，Macintosh いずれでも可能ですが，ソフトは Power Point で作成してく 
  ださい．Windows で作成された発表データを CD-RWやUSB で持ち込むことは 
    コンピューターウイルスの感染リスクがある為，CD-R での提出を推奨します． 
    発表 40 分前には受付に提出してください． 
  ただしMacintosh 使用の場合，また動画データを使用される場合（Windows であっ 
  ても）はご自分の PCをお持ち込み下さい．またMacintosh の場合は出力端子接続 
  アダプタおよびコンセント用電源アダプタをご用意ください． 
２）演題抄録（A4サイズ１枚に収まるようにワープロにて 400 字以内の抄録，３語以内の 
  key words をつけてください）をご提出ください． 
 
 
◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）本地方会参加により10単位が認定されます． 
２）本地方会の筆頭演者は 10 単位が履修できます． 
  
  
  
当番幹事：岡川敏郎  
     〒452-0822  愛知県名古屋市西区中小田井5-89 
     愛知県青い鳥医療福祉センター   
     TEL：052-501-4079  FAX：052-501-4085   
          E-mail：okagawa@abox.so-net.ne.jp 



 
地方会 

一般演題 10:00～12:30 受付開始９:30 
 
 
 
 
 

 座長：愛知県青い鳥医療福祉センター 岡川敏郎 
 
1．肢体不自由児巡回療育相談事業－名古屋市において－ 
1名古屋市児童福祉センター，2愛知県青い鳥医療福祉センター，3愛知県希全センター    
石井 要 1， 岡川敏郎 2，夏目玲典 3 
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２．東海地区ポストポリオ実態調査 
1藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座,  
2藤田保健衛生大学衛生学部リハビリテーション学科 
沢田光思郎1，才藤栄一1，横山通夫1，尾関 恩2，加賀谷斉1，鈴木由佳理2，米田千賀子1，鬼頭弘明1，
清水康裕1，山村玲子1，尾崎健一1 
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3．弱視児童生徒の自立支援のための拡大教科書制作の現状と課題 
1愛知視覚障害者援護促進協議会，2本郷眼科・神経内科，3日本医療福祉専門学校，4愛知県立芸術大学 
高柳泰世１,２，高柳哲也１,２，坂部 司１,３，柴崎幸次１,４ 
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 座長：輝山会記念病院 近藤和泉 

 
４．脳卒中リハビリ帰結と栄養サポートチーム（NST）介入－付加栄養量の検討  
1藤田保健衛生大学七栗サナトリウム，2藤田保健衛生大学医学部外科学・緩和ケア講座， 
3藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
杉原勝宣1，園田 茂1，鈴木 亨1，岡本さやか1，岡崎英人1，水野志保1，前田博士1， 
笛吹 亘1，伊藤彰博2，東口高志2，才藤栄一3  
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5．Full-t ime integrated treatment (FIT) programと環境要因 
1藤田保健衛生大学七栗サナトリウム，2藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
園田 茂1，鈴木 亨1，岡本さやか1，岡崎英人1，前田博士1，水野志保1，杉原勝宣1，永井将太1， 
坂本利恵1，奥山夕子1，登立奈美1，川北美奈子1，松嶋文子1，才藤栄一2 
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6．脳卒中における患者背景とFIM efficiency の検討 
1上飯田リハビリテーション病院，2名古屋大学神経内科 
浜田健介1，八谷カナン1，小竹伴照1，嶋津誠一郎1，河合 仁1，脇田 彬1，岸本秀雄1， 
千田 譲2 
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7．脳血管障害患者におけるADLの継時的変化 
   －急性期病棟から回復期リハビリ病棟退院までの評価－ 
1名古屋市立守山市民病院リハビリテーション科，2津島市民病院回復期リハビリテーション病棟， 
3津島市民病院リハビリテーション室 
紙本 薫1，佐藤ます子2，中里秀樹3 
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 座長：聖隷三方原病院リハビリテーション科 藤島一郎 
 
8．退院時経管栄養であった脳卒中嚥下障害の追跡調査 
１刈谷豊田総合病院リハビリテーション科，２藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
尾崎健一１，小口和代１，藤本一恵１，才藤栄一２ 
 

さ

3, ⒞ +.2 ┘ Ⅴ

⒞ ス 3, ⒞

" 3, ⒞ 3,

!

 
 
9．直接嚥下訓練中における補助栄養法の現状と課題 
聖隷福祉事業団総合病院聖隷三方原病院リハビリテーション科 
稲垣倫子，中村智之，橋本育子，佐藤友里，西村 立，片桐伯真，藤島一郎 
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10．外耳道内での嚥下音測定の試み 
１国際医療福祉大学熱海病院耳鼻咽喉科，2国際医療福祉大学熱海病院リハビリテーション科， 
3国際医療福祉大学熱海病院呼吸器内科 
原田竜彦１，北川恒実2，清川 浩3，林 輝明2  
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 座長：中部労災病院リハビリテーション科 田中宏太佳 
 
11．臭化ジスチグミンの長期投与中にコリン作動性クリーゼを発症した慢性期脳梗塞の1例 
１尾張健友会千秋病院リハビリテーション科，2尾張健友会千秋病院脳神経外科， 
3尾張健友会千秋病院泌尿器科 
長谷川真基１，高木維治１，平井長年2，瀧田 徹3 
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12．当院の神経因性膀胱に対する尿流動態検査 
１藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座， 
2藤田保健衛生大学衛生学部リハビリテーション学科 
清水康裕１，加賀谷斉１，尾関 恩2，鈴木孝佳１，尾崎健一１，才藤栄一１ 
 

 
 
13．補足運動野障害患者の歩行獲得過程について 
１安曇野赤十字病院脳神経外科，2安曇野赤十字病院リハビリテーション科 
中川福夫１，宮島 武2，宮武正樹１，堀内哲吉１ 
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 座長：上飯田リハビリテーション病院リハビリテーション科 小竹伴照 

 
14．陽・陰圧体外式人工呼吸器による術後呼吸管理を行った重度肺気腫の一例 
浜松医科大学附属病院リハビリテーション科 
入澤 寛，美津島隆，山内克哉 
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15．当院に通院中の筋ジストロフィー症児のリハビリテーションについて 
長野県立こども病院リハビリテーション科 
笛木 昇，三沢朋子 
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16．単心室患者における運動時動脈血酸素濃度動態と乳酸値 
浜松医科大学医学部附属病院リハビリテーション科 
美津島隆，伊藤倫之，入澤 寛，山内克哉 
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17．大動脈瘤術後のリハビリテーションの検討 
佐久総合病院 
蔵島牧子，寺岡史人，樋端佑樹，宍戸康恵 
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総会 

13:40～13:55 
研修会に先立って総会を行います．ぜひご出席下さい． 

 
 

専門医・認定臨床医生涯教育研修会 
特別講演 14:00～16:15 受付開始 13:00 

 
「機能評価について－医療保健尺度の実践的運用法－」 
輝山会記念病院 副院長 近藤和泉 先生  

     司会：愛知県青い鳥医療福祉センター 岡川俊郎 
 
 
リハ医必修の「脳卒中急性期治療の進歩－低侵襲治療の躍進と診断技術の向上－」  
名古屋大学大学院医学系研究科脳神経病態制御学 准教授 宮地 茂 先生 

         司会：上飯田リハビリテーション病院 小竹伴照 
 
 
 
 
◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）ご自身の登録番号を確認する為, 生涯教育研修記録証をご持参下さい． 
２）研修会参加により１講演毎に 10 単位が認定されます． 
３）１講演（10 単位）毎に受講料1,000円． 
認定単位非取得者は単位数に関係なく受講料1,000円を当日受付します． 
 
 
 
 
◎認定臨床医資格試験を受験予定の方へ 
平成 19 年度より「認定臨床医」受験資格要件が変更となり，地方会で行われる生涯教育 
研修会も１講演あたり10 単位が認められます．詳細は，リハ医学 6月号をご覧下さい．                                      


